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平成26年度
第1回 献血推進活動

「献血」・「献血推進・市民への呼びかけ」（大臨技ティッシュ配布）内容

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

基礎教科
20点

第32回 中央地区自由集会開催
「ウイルス感染症の最新の発症状況（麻疹・風疹・水痘帯状ヘルペス及びその他ウイルス
感染症関連を中心に）並びに細菌迅速検査（イムノクロマト法）の現状報告」　

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

基礎教科
20点

講師「シスメックス株式会社および富士レビオ株式会社」

昨年から、ウイルス感染症陽性患者が多く報告されており、特に麻疹・風疹の増加が目立っています。
全国的にも発症報告が増加しており、都市部での増加の報告数が特に多く報告されています。

今回、中央地区のテ－マとして企画いたしましたので、各施設での参考としていただければ幸いと考えています。
　また、細菌迅速検査（イムノクロマト法）の各検査項目における最近の検査状況を報告していただきます。

当日は、人数限定となりますが、参加のほどよろしくお願いします。

日時
平成26年8月23日（土）　10：00～16：00
呼びかけ活動会場
難波グリーンガーデン（南海難波駅北すぐ）
献血会場
① 難波グリーンガーデン 献血車（400ml採血限定） 

10:00～16:00
② まいどなんば献血ルーム 

10:30～13:00 ・ 14:00～18:30
連絡先
市立豊中病院 臨床検査部　清水 隆之

Email: akane@mub.biglobe.ne.jp

　会員の皆様、今年も暑い夏がやってきました。
　この時期は、献血数の減少により 血液製剤の適正在庫の確保が困難になっております。
このような時期にこそ、医療に関わる我々が率先して献血に関わるべきであるとスタートした献血推進活動、
通算 42 回目です。今回も自らが献血できる方はもちろん、献血はできないけれど市民の方への呼びかけを
手伝ってくれる方など多くの会員の方のご参加をお待ちしています。また、臨床検査技師養成学校の学生の
皆様も、よろしくお願いいたします。
　なお、会員の方は献血会場にお越しの際、行事参加受付いたしますので、大臨技献血スタッフにお声をか
けていただきますようお願い申しあげます。

・ 献血のみ、街頭呼びかけのみでも 行事参加登録いたします。
・ 10:00～16:00 に 難波グリーンガーデンにて行事参加登録受付いたします。
・ まいどなんば献血ルームにて献血された方も、難波グリーンガーデンにて行事参加登録をお願いいたします。

日 時 平成26年9月13日（土）　14：30～17：00
（受付14：00～）

会 場 大阪医療技術学園専門学校 ２階 大教室
参 加 費 会員500円　非会員1,000円
参加人数 約60名限定（先着順）
連 絡 先 中央地区長 大阪府済生会野江病院　臨床検査科　森　啓悟

E-mail： kensa@noe.saiseikai.or.jp
TEL：06-6932-0401（内線280番）
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近畿支部 微生物部門 合同研修会
学術部 微生物検査部門からのお知らせ

糖尿病療養指導部会 定例勉強会 （会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

基礎教科
20点多 職 種

公開講座

情報組織部 チーム医療部門　糖尿病療養指導部会からのお知らせ

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

下記の日程で近畿の各府県技師会の合同による講習会を開催いたします。

日時

本研修会及び研修会後の懇親会いずれも、事前申込み制となっております。
当日参加は受付できませんので、必ず、事前に申込みを済ませておいてください。注

会場

参加費

申込み
方法

平成26年8月30日（土）　10:00〜17:00

住友病院 14階講堂

会員500円　非会員1,000円
＊所属する近畿圏各技師会（大阪、兵庫、京都、奈良、滋賀、
福井、和歌山）の会員証をお持ちください。
会員証の提示がない場合は、非会員扱いとなります。

お名前、所属施設名、施設電話番号、施設住所、返信先
メールアドレス、懇親会参加の有無（事前申込み制）を
明記のうえ、下記アドレスにお申込みください。
申 込 み 先： y.ichimura.orc＠gmail.com   
問い合わせ先： 06-6774-5111　（内線　2738）
大阪赤十字病院 臨床検査科部 微生物検査室
市村 佳彦
＊ 申し込みは、メール（携帯不可）にてお願いいたします。

受付後、確認メールを送らせていただきます。
尚、お申し込み後、４日以内に返信メールがない場合
は、お電話にてお問い合わせください。

10：00～12：00 一般演題（第一部）
司会 神戸大学医学部附属病院　中村 竜也
1）「真菌同定の重要性

〜Exophiala dermatidisの症例を経験して〜」
講師: 神戸市立医療センター中央市民病院

臨床検査技術部　竹川 啓史
2）「和歌山県における耐性菌サーベイランスの取り組みと

その効果」
講師: 公立那賀病院　中央検査科　口広 智一

3）「迅速発育抗酸菌の同定と感受性に関する検討」
講師: 天理よろづ相談所病院 臨床検査部　阿部 教行

12：00～13：00 ランチョンセミナー
司会 神戸大学医学部附属病院　中村 竜也
共催 栄研化学株式会社

「臨床検査の未来予想図
〜微生物検査のさらなる発展をめざして〜」

講師: 天理医療大学 医療学部 臨床検査学科　准教授　小松　方
13：10～16：00 一般演題（第二部）
司会 住友病院 検査部　幸福 知己
4）「毒素産生 Clostridium difficile に対する

検査方法の検討報告」
講師: 京都府立医科大学附属病院 臨床検査部　谷野 洋子

5）「MRSAの疫学解析　〜POT法の市中病院への導入〜」
講師: 近江八幡市立総合医療センター 臨床検査科　近澤 秀己

6)「病原性大腸菌の検査について　〜イムノクロマト法で
検出できなかったstx2変異型遺伝子

（stx2vha）保有STECO157:HNMの集団感染事例を
経験して」

講師: 市立敦賀病院 検査室　川端 直樹
7)「遺伝子検査の敷居を下げるために

〜当院の実例を通して〜」
講師: 大阪大学医学部附属病院 臨床検査部　木村 圭吾

16：10～16：50 総合討論

微生物検査に所属されている方々にとって、日常業務の疑問
の解決のみならず、今後の自施設においての業務内容の検討
にも役立つ内容となっております。皆様の参加をお待ちして
おります。

日本糖尿病療養指導士認定のための更新単位
（臨床検査技師のみ　1群）：0.5単位
（CDEJの方で認定機構発行の「学会・研修会出席証明書」の必要
な方は各自持参して参加証明印をもらってください。
２群の単位は取得できません。）

京阪電車中之島線 中之島駅下車（２番出口） 南へ徒歩約３分 
阪神電車阪神本線 福島駅下車（西改札口） 南へ徒歩約13分 
JR環状線 福島駅下車 南へ徒歩約15分 
地下鉄四つ橋線 肥後橋駅下車（3番出口） 西へ徒歩約13分 
地下鉄中央線 阿波座駅下車（１番出口） 北へ徒歩約12分

ACCESS

日時

会場

参加費

連絡先

平成26年9月10日（水）　18：30〜20：00

住友病院 14階講堂

500円（一律）

ふくだ内科クリニック　横山 有子
E-mail：ariko0219@gmail.com

1. 施設紹介
講 師：なかじま糖尿病内科  山下 己紀子

2. 糖尿病性神経障害と神経伝導検査
講 師：松下記念病院  江後 京子

内容
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平成26年度
日臨技近畿支部 血液・病理・細胞診研修会

主催：一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会

実務担当技師会：一般社団法人 福井県検査技師会

専門教科
30点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

CTクレジット取得予定

詳細は大臨技ホームページをご参照ください。
※ FAXでの申込みフォーマットは

大臨技ホームページ掲載分の中で
ご案内しています。

▶ 申込み受付期間
平成26年7月1日（金）～8月31日（日）

（この期間以外の申込みは無効とします）

※ 申込みメールを受信後、受付受理のメールを返信します。
申込みメールを送信された後、１週間たっても返信がない
場合は下記問い合わせ先までご連絡ください。
なお、受付受理のご案内が届きましたら、1週間以内に指定
の振込口座にお振込みをお願いします（振込手数料は受講
者負担）。
また、宿泊の手配は、参加者各自でお願いいたします。

▶ 申込み・問い合わせ先
福井県立病院 検査室
〒910-8526　福井市四ツ井2丁目8-1
TEL：0776-54-5151

（内線） 血 液：2623（担当：清水）
　　　 病理細胞診：2613（担当：水野）　　　
FAX：0776-54-0455

▶ E-mail
hp-kensa@pref.fukui.lg.jp

▶ 申込み方法
メール、FAXでの事前申込みとなります。
件名に「近畿血液・病理細胞診研修会」とご記載ください。
本文に下記の必要事項を入力のうえ、PCメールにて申込み
をお願いします（携帯メールはご遠慮ください）。
各施設から複数名の方が受講される場合も１人１通のメール
の送信をお願いします。
1）所属県名　2）会員種別（日臨技＋府県会員、府県会員、
賛助会員、非会員）および会員番号　3）氏名(ふりがな）　
4）施設名　　5）所属部署　6）郵便番号・施設住所
7）電話番号（内線）　8）FAX番号　9）連絡メールアドレス
10）お弁当の有無（10/18、10/19）（費用は一膳1,000円
となります）

悪性リンパ腫の細胞像と血液像　～ギムザ標本をマスターする～
乳癌の形態と臨床　―乳癌の診断と治療には病理が命？！―

日時

会場

定員

受講料

平成26年10月18日（土）〜19日（日）

福井県立病院 ３階 講堂

130名（事前申込み制）
先着順、定員になり次第締め切ります。

会員6,000円（日臨技かつ府県技師会員）
非会員10,000円（その他）

10月18日（土）
9:30～10:00 受付

10:00～10:10 開講式
10:10～11:00 悪性リンパ腫における表面マーカーについて

講師 桃林 篤 （株式会社LSIメディエンス）
11:05～11:55 HER２陽性乳癌の薬物療法

講師 石黒 功二（中外製薬株式会社 学術本部
京都メディカル推進室）

11:55～12:45 昼食
12:45～13:30 悪性リンパ腫の細胞像と血液像

〜ギムザ標本をマスターする〜
講師 西　国広 （株式会社エスアールエル

常任顧問）
13:35～14:35 悪性リンパ腫病理診断にかかわる基本事項と

最新の話題
講師 中峯 寛和（日本バプテスト病院 中央検査部 

主任部長）
14:35～14:45 休憩
14:45～15:55 乳癌の病理診断

講師 小西 英一（京都府立医科大学病院
病院病理部）

16:00～16:30 症例呈示　６題予定　
16:30～16:40 休憩
16:40～17:40 乳癌の細胞像

講師 西　国広 （株式会社エスアールエル
常任顧問）

10月19日（日）
9:00～9:55 悪性リンパ腫の臨床　

講師 根来 英樹（福井県立病院　血液腫瘍内科）
10:00～10:55 乳癌の臨床

―乳癌の診断と治療には病理が命？！―
講師 田中 文恵（福井赤十字病院 外科）

11:00～11:55 悪性リンパ腫における染色体・遺伝子検査について
講師 市村　剛 （株式会社エスアールエル

特殊検査部 特殊検査Ⅰ課）
11:55～12:45 昼食
12:45～14:45 症例解説

講師 西　国広 （株式会社エスアールエル
常任顧問）

14:45～14:55 閉講式
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平成26年 9月6日（土）　12:30～17:00
9月7日（日） 　 8:30～16:30

吹田市文化会館（メイシアター） 
阪急千里線 吹田駅前すぐ

［集合は6日は検査体験コーナー、7日は会館入口］

8月15日までに「施設名、氏名、希望日」を記載のうえ、
ＰＣメールにて下記申込み用アドレスにご連絡を
お願いします。（＊携帯メールはご遠慮ください）

大阪医科大学附属病院　東山 智宣
市立吹田市民病院　松本 典久　
仁泉会 MIクリニック　岩津 浩子

E-mail : tomohigashioamt@gmail.com

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

学術部 免疫血清検査部門 からのお知らせ
免疫血清検査部門
定期講演会3（初級講座3）

臨床検査技師教育機関からの声Voice

企業学術セミナーに参加して

吹田市みんなの健康展 検査ボランティア募集!! （会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

基礎教科
20点

募集ボランティア

Information

内 容
18:30 ～ 19:00 イムノクロマト法の基礎理論

講師：市立芦屋病院 臨床検査科　上田 一仁
19:00 ～ 20:00 肝炎および感染症マーカーの読み方

講師：富士レビオ株式会社　未定

　6月7日に神戸で開催されました「第37回シスメックス学術セ
ミナー」に2年生と参加しました。
　今回は「進化し続ける疾患バイオマーカー」という学生にとっ
て非常に難しいテーマでした。学生たちは最先端の学術セミ
ナーに参加するのが初めてということもあり、大きな会場に大
勢の医療関係者がいる中で少し緊張気味のように思いました。
テキストとスクリーンを見ながら演題を聞いていましたが、やは
り高度な内容だったようで、休憩時間に少し聞くと「単語しかわ
からない」「難しいです」と言う声が･･･。中には難しい演題です
が、とてもおもしろおかしく講演して下さる先生もおられ、わ
からないながらもとても興味がもてた学生もいたようです。
　今回のセミナーについて全員に感想文を書いてもらいました
のでその一部を紹介しますと、「今回、様々な研究のお話を聞
くことができて、初めてセミナーという場を経験することがで
きました。もっと勉強して、分かる単語などが増えると理解でき
ることも増えるし、質疑応答の内容も少しは分かったのではと
思いました。今回のセミナーは本当に良い経験になりました。」
「今回のマーカーの中には今までエコーによって判断していた
ものもマーカーによって判断できるようになると話があった。
他にもマーカーで代用できる検査も増えていくのではと考える
と、これから臨床検査技師は常に能動的で様々な情報を把握し

た上で臨床の場で活躍しなければならないと、このセミナーで
再度身を引き締める良い経験となりました。」などなど・・・。完
全に理解できないながらも前向きな姿勢で聞き入る学生の姿を
見て、技師としての自覚が芽生えてきたように感じられました。
　今年からは技師会の勉強会に登録学生として参加できるシ
ステムになりましたので、より多くの学生が積極的に参加させ
ていただき、日々研鑽して士気を高め、考える技師を目指して
頑張ってほしいと思います。まずはしっかり勉強して技師とし
ての最初の関門、国家試験合格！です。

大阪行岡医療専門学校長柄校　堀田 博恵

　吹田市で開催されるみんなの健康展は、楽しみながら健康づ
くりの意識向上を図る、市民参加型の啓発イベントです。
　当技師会が担当する「検査体験コーナー」は、毎年大盛況を
いただいており、臨床検査技師という職種を知ってもらう良い
機会にもなっています。 
　今年も検査実施ボランティアの募集を行いますので、皆様の
ご参加、ご協力をよろしくお願いいたします。どちらか１日の
みの協力も歓迎です。

今年も、今年こそ、ボランティアを共に楽しみませんか。
多くの方のご参加をお待ちしております。

骨密度、血管年齢、疲労ストレス測定
（いずれも経験は問いません）
（交通費程度の薄謝有り、9/7 は昼食お弁当有り）

日時

会場

応募
方法

担当

申込み
アドレス

日 時 平成26年9月24日（水）　18：30～20：00
会 場 大阪研修センター C会議室
参 加 費 会員500円　非会員1,000円
定 員 50名
連 絡 先 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　上田 一仁

E-mail k.ueda@ashiya-hosp.com
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大臨技事務局からのお知らせ

平成26年度 第３回（6月8日）開催分
1. 平成26年度全国検査と健康展は、平成26年11月８日（土）長崎県佐世保市を中央会場として開催され、

その他の県は地方会場とし平成26年11月の土曜日または日曜日の１日間開催する。 
2. 広報における 大臨技事業の表示区分で学術部の他職種公開講座については、その名称を廃止し学術部研修会に

分類し、多職種の名称については、地区の地域オープンセミナーおよび情報組織部のチーム医療部門セミナーの
みに使用する。 

3. 大臨技ニュースの作成部数を現行の3,700部から3,800部に増刷する。 
4. 平成27年春の叙勲・褒章候補者（衛生分野）の候補者について今回は推薦者無しとした。 
5. 平成27年の日臨技近畿支部学会（大阪）の運営について日本臨床検査医学会近畿支部、日本衛生検査所協会

近畿支部を交えて３団体の打ち合わせ会議を７月５日に開催する。 

■ 平成26年度「年会費」納入について

日臨技・大臨技の両方に入会されている方と大臨技のみに入会されている方とでは、会費の金額や納入方法が違いますので、

ご注意ください。大臨技ニュース、大臨技ホームページに会費納入について掲載しておりますので、熟読のうえ、ご対応くださ

いますようお願いいたします。

大臨技のみに入会されている方は、早急に会費を納入くださいますようお願いいたします。（4月以降に納入された方につきま

して、会員証の発送は7月25日頃を予定しております。）

【重要】 会費未納の方については、8月号から「大臨技ニュース」等の当会発行物の送付を中止させていただきますので、

ご了承ください。

日臨技・大臨技の両方に入会されている方は、日臨技へお問合せください。

■ 平成26年度「大臨技臨床検査技師賠償責任保険」について【重要】

平成26年度分の賠償責任保険の募集は、7月20日を持ちまして終了いたしました。

これ以降は保険の募集は行っておりませんので、ご了承願います。

■ 大臨技退会申請について

平成25年度末で退会を希望される方は、大臨技ホームページより「退会届」をダウンロードし、必要事項をご記入の上、大臨技

事務所までご提出ください。

日臨技にも入会されている方は、日臨技と大臨技の両方に退会の申請を行ってください。

■ 平成26年度大臨技会員証について

4月1日から6月30日までに会費を納入された方につきましては、7月25日頃の発送を予定しています。

次回の発送は、10月中旬頃を予定しています。10月を持ちまして最終発送といたしますので、お早目にご納入くださいます

ようお願いいたします。

また、「平成26年度大臨技会員証」の発送は、封書からハガキによる発送に変更いたしました。

■ 臨床検査技師免許申請中の新入会員の方へ

臨床検査技師免許を取得されましたら、大臨技ホームページより「臨床検査技師免許証番号 届出書」をダウンロードし、必要

事項をご記入のうえ、当会事務所までご提出ください。現在は仮登録の状態ですので、免許証番号をご連絡いただきましたら、

正会員として正式登録いたします。

【重要】届出が無い場合は、翌年3月末日で除籍扱いとなります。

■ 施設・技師会・住所等の変更について

施設の異動・転入・転出による技師会の変更、転居による住所変更など、登録データに変更が生じた際は、速やかに当会事務所

までご連絡ください。

大臨技ホームページより「会員異動届」「施設登録用紙」をダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、当会事務所までご提出

ください。

質問・ご不明な点がございましたら、当会事務所までご連絡ください。
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第２回 緊急検査部門講演会
専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

学術部 緊急検査部門 からのお知らせ

皆さんのご意見、情報等お待ちしております。
FAX:06-6763-5653　E-mail:webmaster@osaka-amt.or.jp 

郵送の場合は大臨技事務所までご送付ください。

平成26年9月号の原稿〆切は8月2日（土）、10月号は９月５日（金）です。

　第２回緊急検査部門講演会では、“腹部救急疾患を知る”をメインテーマとしました。腹痛は救急患者の５～７％を占める頻
度の高い主訴のひとつです。食べ過ぎなどによるごく軽いものから緊急手術を必要とする重篤なものまで、その原因疾患は多種
におよびます。本講演会では、腹部救急疾患の初期診療のプロセスを学び、円滑な緊急検査の実践に役立てたいと思います。
　最初に総説として腹部救急疾患の病態および診断・治療プロセスを解説していただきます。次に、診断の両輪である画像検査
と検体検査について解説していただきます。画像検査（超音波検査、X線、CT検査）ではその特徴と画像判読を、検体検査では
必要な項目、検査の進め方、データ評価を中心に説明していただきます。
　それぞれの講演に「いろは」を付けているように、下腹部が痛いときに疑われる疾患は？緊急性が高い疾患とは？反跳痛って
なに？こんな素朴な疑問にも明快に解説していただきますので、ぜひご参加ください。

「腹部救急疾患を知る」日 時 平成26年8月9日（土）　14:30～16:30
（受付14：00～）

会 場 あべのメディックス ６階ホール
参 加 費 会員500円　非会員1,000円

※日臨技申請事業のため、他府県会員でも日臨技会員証提
示で500円で参加できます。

連 絡 先 大阪府立中河内救命救急センター　津田 喜裕
E-mail nmcam-lb2@nmcam.jp

腹部救急疾患のいろは
講師： 大阪府立中河内救命救急センター救急科 所長代行

医師　加藤　昇

画像検査のいろは
講師： 大阪府立中河内救命救急センター救急科

医師　田中　淳

検体検査のいろは
講師： 大阪府三島救命救急センター医療技術部 検査科

技師　濱田 宏輝

講演Ⅰ

講演Ⅱ

講演Ⅲ


